
２８ 平成25年 
<６月号> 

ふれあいニュースレター第28号 １ 

３年ぶりに 
田植えができ 
田んぼが青く 
なるのがうれしい 

～   ５月に実施された、田村市、川内村、広野町の  
  ２５年産米の作付け風景   ～  <写真提供：各市町村>              

「中小企業等グループ施設等
復旧整備補助事業」の福島県
９次採択事業 を決定!!（5月31日） 

詳しくは、中小企業庁のホームページをご覧ください。 

http://www.chusho.meti.go.jp/earthquake2011/130531Gfuku.html 

グ ル ー プ 名  グループ代表名・構成員数 代表者所在地 業       種 

いいたてむら復興加速グループ あぶくま信用金庫 等１０者 飯舘村 
金融業、建設業、 
石材加工販売業等 

川内村帰還者地縁再生グループ （株）あぶくま川内 等１９者 川内村 
温泉業、豆腐製造業、 
建設業、自動車整備業等 

楢葉町住民生活再建支援グループ （株）ヘルシージャパン 等３４者 楢葉町 
クリーニング業、宿泊業、 
飲食業、小売業、建設業等 

広野町生活環境整備等支援グループ （株）大和田測量設計 等４０者 広野町 
建設業、飲食業、小売業、 
宿泊業等 

 中小企業庁は５月３１日、中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業について、福島
県の９次（警戒区域等見直し地域等向け）の採択事業を公表しました。 

 福島県につきましては、平成２５年４月８日から４月２６日まで公募を実施し、福島県
の復興事業計画審査会、国の補助事業審査委員会の審査を経て、５月３１日に４グループ
の事業を採択、補助総額で２．５億円の交付を決定しました。 
 

 また、福島県では、被災した中小企業等の施設・設備の復旧・整備に係る「中小企業等
グループ施設等復旧整備補助事業」１０次募集（平成２５年６月３日（月）から６月２８
日（金））を開始しました。 

■ＮＥＷＳ ４ 
 

避難指示区域に
おける航空機モ
ニタリング等の測
定結果を公表 
（5月13日） 

■暮らし関連３ 
 
 
 
 
 
 
 

 

「ここ葛尾で事業
を再開し、村民
が戻ってきて働
ける場を提供し 
たい。」 

■暮らし関連２ 
 
 
 
 

 
 

「希望のバウム
クーヘン 『樹望』
の次は浜通りの
絆を繋ぐ新作を
作りたい!!」 

＜田村市都路＞            

＜川内村＞            

＜広野町＞             

『 

』 

http://www.chusho.meti.go.jp/earthquake2011/130531Gfuku.html


  

 
 新店舗内では、テーブル席を用意して、コーヒーをセルフサービスで楽しめるよ
うにしました。避難されている皆さんが集まって、くつろいで、いろんな愚痴話を
していただけるような、すてきな空間にしたいと思っています。広いトイレも密か
な自慢です。おいしいお 
菓子とくつろぎの空間を 
用意して、原町でお待ち 
しています。みなさんが 
んばりましょう。 

◆◇お菓子の（株）松月堂（南相馬市）◇◆ 

 「お客さんにお菓子の配達が終わったところで地震がきました。」代表取締役の横川
徳明さんは震災直後の忘れられない記憶をこう語られました。「その後原発事故で小高
の本店工場に入れなくなってしまったのが一番辛かったです。近所のお客さんも戻って
こないようでは、小高の店舗は諦めるしかありませんでした。その後相馬・原町で再開
した店舗も正直赤字経営のようなものでした。」 
 それでも今回原町で新店舗・工場を再開しようと決めたきっかけを、横川さんは次の
ように語ってくれました。「２人の息子、長男が洋菓子職人、次男が和菓子職人なので
すが、この２人が、『絶対南相馬で再開しよう』と言ってくれました。その言葉で、創
業１００年、自分で３代目のこの店を潰すわけにはいかないと思い、過ぎたことをいつ
までも言わず、最大限がんばろうと思いました。」 
「復旧作業が各地で進むせいか、職人さんも資材も不足していて工事はなかなか進まな
いし、働き手世代は、まだ避難されているため従業員の確保も大変でした。工場設備も、
小高工場の機器はほとんど錆びた 
り黴びたりして使えず、買い替え 
る必要がありました。」 

  
お 菓 子 の ( 株 ) 松 月 堂 「 四 ッ 葉 店 」  
営業時間：８：３０－１９：００（６/１から）  
住  所：福島県南相馬市原町区南町１－７５ 
連 絡 先：（電話）０２４４－２３－３６３６ 
        

暮らし関連情報 

「希望のバウムクーヘン 『樹望』の次は 
   浜通りの絆を繋ぐ新作を作りたい!!」 

２ ふれあいニュースレター第28号  

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  

新店舗・工場は６月１日オープン!! 

     
みんなが集う 
くつろぎの空間 
になっていきます 

「樹望」の 
 店頭用 
 サンプル 
 です 

元気を見せ始 
める新工場の 
内部の様子 

さっくり、しっとり とても
薫りのよい「樹望」です 

 オープン記念で、樹のお菓子と復興の思いを掛
けて「樹望（きぼう）」という名のバウムクーヘ
ンを作りました。薫りあふれる発酵バターと米粉
を使って固めに焼き上げ、とてもよい風味に仕上
がりました。サンプルを召し上がったお客さんが、
早速買いたいとオープン前にお越しいただくほど
です。後ろにあるオーブンでじっくり焼き上げま
す。是非召し上がってください。 
 

 株式会社松月堂 
  代表取締役 横川徳明さん（右から２人目） 
        横川千代さん（右から１人目） 
        新店舗の従業員の皆様 

 「南相馬からいわきまで今は迂
回路を使っていますが、６号線を
商用でも通過できれば、半分の時
間で往復できます。また、事業再
開に当たり、国の支援制度を活用
させてもらいましたが、申請の締
め切りが短く、苦労しました。が
んばる企業の復興を加速するため
に、是非改善をお願いします。」 
 今回オープン記念に作ったバウ
ムクーヘン「樹望」の次の新商品
として、「ダックワーズというメ
レンゲ生地で包んだ焼き菓子に、
小高から離れても原町でがんばる、
双葉の絆を縦につなぐ桜街道のよ
うな名前を付けたいと思っていま
す。アイデア募集中ですので是非
御提案ください。」と、横川さん
は意気込みを語られました。 



暮らし関連情報 

  

  
 長年構想中だった自社製品である在宅監視・防犯コールシステムを実用化させる
段階に来ております。被災地発ということもあって県内外から注目いただいており、
近隣住民、救急医療などとも連携して運用する予定です。我が社は、このシステム
を軸に復興を牽引していきたいと考えており、葛尾村に戻った際には３０～４０人
の求人をしたいと考えているとこ 
ろです。皆さん一緒にがんばって 
いきましょう。 

営業時間は８：００～１７：００※日曜定休日 
連絡先：０２４７－６７－１３１１ 

「ここ葛尾で事業を再開し、村民が  
 戻ってきて働ける場を提供したい。」 

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  

◆◇株式会社葛尾電子工業◇◆ 

ふれあいニュースレター第28号 ３ 

 電子機器製造業の（株)葛尾電子工業は、葛尾村で２社しかない貴重な製造業の１社です。社長の松本貞幸さ
んは、「震災発生時は、最新鋭システムの中核となる電子基盤を作っていました。納期があったので、原発事
故で屋内待避指示が出ても操業を続けて、がんばって３月中に納入したのですが、風評被害なのかその後仕事
が来なくなってしまいました。」と当時の御苦労の様子を語られました。「その後、全村が計画的避難区域と
なったので、５月には田村市に移転をして事業を再開させました。借り上げた工場に、葛尾村からすべての機
器類を持ち込み田村工場で操業を続ける中で、念願の自社製品の製造開始にもこぎ着けました。受注主体で
あったこれまでの業務形態からの転換を可能にし、休暇の取得しやすさの向上等職場環境の改善にもつながる
と考えています。従業員の熟達したハンダ付け技術を活用して、半導体や電解コンデンサー等を組み込んだ基
盤の不具合を修正する事業も引き続き実施しております。」 
 こうして田村市で事業を拡
大させつつある松本さんです
が、本拠地であった葛尾村に
ついて次のように思いを語ら
れました。「事故により村民
が避難して、『必ず戻る』と
おっしゃっていた方も２年
経ってトーンダウンしてきて
いるような気がします。商店
なども経営が苦しくなるので
再開しようとしなくなってし
まいます。インフラをしっか
り戻せば、既存の事業者だけ
でなく、敢えて葛尾村に進出
しようという企業も出てくる
のではないでしょうか。この
ままでは葛尾村が地図から消
えてしまうという危機感があ
ります。」 

「当社が帰村するためにも重要な村内の除染を進
めるため、『自分たちの村のことは自分たちの手
で』を合言葉に、復興組合まで作りました。故郷
に戻りたいという熱意のある村民の手で早くて丁
寧な除染を実施し、きれいになった村を、多くの
村民の皆さんに見てもらい、『戻りたい』と思っ
てもらえるように改善を進めたいと思います。」 
 

     株式会社葛尾電子工業  
          代表取締役社長 松本 貞幸 

 「当社としても、葛尾村に
帰りたいと思っています。新
製品の部品製造は田村市の工
場で、組み立てを葛尾村でで
きたらと考えています。ただ
し、葛尾で復旧するならば、
村の住民が村外から通うので
はなく、住んでる村から通勤
できなければ意味がありませ
ん。そのために、除染を一刻
も早く進めることが必要だと
考え、奔走しています。」 
 「葛尾村の魅力はなんと
いっても村民の皆さんの人柄
です。必要があると思えば、
自分から休日出社を申し出て
くれるほど、熱心で協力心が
強い方達ばかりで、この前も、
年末年始を返上して発注業者
の依頼に応えてくれました。
そのおかげで、我が社は技術
的にも高い評価をいただいて
います。」というのが、松本
さんが葛尾の復興のために取
り組まれる理由だとのことで
した。 

葛尾村から田村市に移転し事業再開した「田村工場」 

-福島県から早期の事業再開に感謝状が授与- 

人柄、技能に惚れた従業員達 



「川内村の皆さんが、故郷

に少しでも早く帰れるよう

にと願いながら、除染作業

に取り組んでいます。」 

 川内村が行う除染と国が
行う除染それぞれの除染作
業に従事する  
  株式会社 緑樹  
  代表取締役 河原修一 

詳しくは、原子力規制委員会のホームページをご覧
下さい。 
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/contents/8000/748
0/24/362_0513_11.pdf 
◆原子力規制委員会放射線量等分布マップ拡大サイト 
http://ramap.jaea.go.jp/map/ 
◆放射性物質の分布状況等調査データベース 
http://radb.jaea.go.jp/mapdb/ 

 放射性物質の影響の変化傾向を確認するため、こ
れまでに、東京電力福島第一原子力発電所から８０
㎞圏内について、また、広域の放射性物質の影響を
把握するため同じく８０㎞圏外について継続的に航
空機モニタリングを実施しています。 
 最近では、３月に第６次航空機モニタリングとし
て、平成２４年１１月１６日時点の８０㎞圏内の空
間線量率の分布状況、放射性セシウムの沈着状況を
公表していました。 
 今回の調査では、地表面から１ｍ高さの空間線量
率の測定及び地表面への放射性セシウムの沈着状況
を把握するとともに、これまで実施した航空機モニ
タリングの結果との比較を行いました。 
 この航空機モニタリングの概要と結果は以下のと
おりです。 
 

 ■調査対象 ：避難指示区域周辺における地表面 
        から１ｍ高さの空間線量率、地表 
        面への放射性セシウムの沈着量 
 ■測定実施日：平成２５年３月４日～３月１１日    
        （延べ１３フライト） 
 ■航 空 機：民間ヘリコプター 

４ ふれあいニュースレター第28号  

避難指示区域における航空機モニタ
リング等の測定結果を公表（5月13日） 

 空間線量率の変化の状況を確認するため、約１６ヶ月
前の第４次航空機モニタリングの結果（平成２３年１１
月５日時点）と今回の結果の約１万５千点を比較してみ
ると、避難指示区域において、全体的に空間線量率の減
少傾向が見られました。 
 具体的には、第４次モニタリングから今回（平成２５
年３月１１日時点）までの約１６ヶ月で空間線量率は約
４割減少している傾向が確認されました。 
 この期間における放射性セシウムの物理的減衰に伴う
空間線量率の減少の割合は、約２５％程度であることか
ら、この減少は、物理的減衰に加え降雨等の自然環境の
影響等によるものと考えられます。  
 なお、今回の航空機モニタリングは、文部科学省及び
内閣府原子力被災者生活支援チームが実施しましたが、
航空機モニタリングの業務が文部科学省から原子力規制
庁に移管されたため、公表は文部科学省に替わり原子力
規制庁から行われています。 

避 難 指 示 区 域 に お け る 空 間 線 量 率 マ ッ プ  
（地表面から１ｍ高さの空間線量率 平成25年3月11日時点） 

※1：測定結果は、避難指示区域の測定の最終日の時点（平成25年3月11日時点）の値に減衰補正。 
※2：実線で囲われた白色の領域は積雪等のあった箇所。 

図：第4次モニタリングの空間線量率を1とした航空機モニタリングにおける空間 
   線量率の変化傾向 

「ふれあいニュースレター」
バックナンバーのご案内 
 過去の「ふれあいニュースレターにつきまし
ては、以下のアドレスよりご覧いただくことが可
能です。ぜひご覧ください。 
http://www.go.jp/earthquake/nu
clear/kinkyu.html 

発行 政府原子力被災者生活支援チーム 

   第4次を基準とした各回の航空機モニタリングにおける空間線量率 
   放射性セシウムの物理的半減期のみから計算した空間線量率 

2011年11月5日からの経過日数   （）内は航空機モニタリングの基準日 

空
間

線
量

率
（
相
対
値

）
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